
　　　　

令和７ 年 2 月 17 日
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健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

・季節の行事（お祭り、ハロウィン、クリスマス、節分など）に合わせ制作やゲーム等を行っています。
・年間の中でご家族と一緒に参加出来るイベント（例：流しそうめん・ＢＢＱ・ピザづくり・収穫祭・お楽しみ会・もちつき・うどん作りなど）も実施しています。
・避難訓練（火災、水害など様々な想定を行い実施)　　　・夏休みは、市外外出なども実施しています。

家族支援
・日常生活においてのご家族の困り感等、必要に応じ助言や解決策を一緒に考えます。
・年２回の面談や日々の中でも情報交換を行い、状況に応じた支援を行います。 移行支援

・ライフステージの切り替えを見据えた経験や社会体験を積み重ねながら理解を
深めていきます。
・同世代の子どもをはじめ地域との交流も図りながら子ども達の居場所作りを支
援します。

地域支援・地域連携
・相談支援事業所や学校、病院など必要に応じた連携を図りながら支援します。
・必要に応じ、支援会議の参集・出席、関係機関への情報提供・同席などを行います。

職員の質の向上

・各種勉強会や研修への参加を行っています。
・外部の講師を招いた研修やオンライン研修を通し、子どもの特性に応じた支援
方法について学びます。研修を受けた後の振り返りも大事にし、職員間の資質向
上につなげています。

支　援　内　容

本
人
支
援

〇検温を含め体調や疲れ具合、心身の変化なども確認しながら本人の状況に応じた支援を行います。
〇衣類の着脱、排泄、食事、手洗い、後片付け、身の回りの清潔など生活に必要な力を取得出来るように丁寧に関わり習慣化を図ります。
〇活動内容など、スケジュールを絵や文字、写真カードなどを使い明確にする中で、見通しを立てながら不安なく過ごせるようにします。
〇個人の出来る力を活かし、工夫しながら支援を行います。

〇サーキット遊びやボール遊び、野外活動などの体を動かす遊びを通して、体の使い方やコントロール、バランス力を身に付ける活動を行います。
〇制作、おやつ作りや畑での野菜作り、スライム遊びやうどん作り、餅つきなど五感（視覚、聴覚、嗅覚、味覚、触覚）を刺激して季節や感覚を楽しむ活動を行います。
〇活動を楽しむ中で、道具の操作や使い方など一人一人に応じた工夫をします。
〇聴覚に過敏のある子など、その子に応じて過ごしやすい環境調整を行いながら支援します。
〇医ケア児やバギー使用児など介助が必要な児童の移動や支援なども、一人一人出来る事は活かし見守りながらも安全に移動出来るように支援します。

〇本人の理解の仕方（特性）や発達のレベルを捉えながらわかりやすく説明指示し、理解と行動が結びつくように支援します。
〇スケジュールで一日の予定を確認し、時間の流れを理解出来るようにします。
〇数や文字、色、大小、重さ、形など遊びを楽しむ中で一緒に考え、概念や理解を広げられるようにします。
〇いろんな遊びや経験を楽しむ中で、物の名前や集団ルールなどへの興味や関心を広げられるようにします。

〇言葉だけではなく、その子に応じた方法（絵カードや筆談、写真、ジェスチャー、ことばの模倣など）で、自分の意思を伝えて、気持ちを通じ合わせることの楽しさを一緒に見つけていきます。
〇相手に伝わるような方法や距離の取り方など、一人一人に応じた支援を行います。
〇活動の中で自分の意見を伝えたり、相手の話も聞くなど自信をもてるように支援します。

〇おままごと等のごっこ遊びやカードゲーム等、小集団での活動を通して、友達とのやり取りやルールの遊びを楽しみ、必要に応じて大人や他児の見本を見ながら視野を広げ楽しむ中で、順番やルールへの
理解、気持ちの切り替えなどが出来るようにします。
〇地域のお店へおやつを購入に行くことで、地域
との交流を行い、社会へ参加していきます。

法人（事業所）理念
発達に心配や課題のあるお子さんに対し、発達支援の場を提供するとともに。日常的にケアしているご家族の一時的な休息も含めて発達支援を行います。
子ども達、一人一人に寄り添いながら生まれ育った身近な地域で安心して生活できるように、安心して住める街づくりを子ども達と展開しています。『みんな違ってあたりまえ！』『みんな違ってみんないい！』その思いを大切
に、大人になっても安心してその営みが続くように想いを込めて、お子様の成長に寄り添いながらご家族と一緒にプログラムを考え、子ども達やご家族の笑顔を守るお手伝いをしたいと考えています。

支援方針

①今を大切にするために子どもたちの安心できる居場所であり続ける。
②可能性を広げるために「できる喜び」「楽しさ」を感じ、成長するための支援の提供を行う。
③将来のためにその子らしく人生をいきいきと過ごせるように支援を展開する。

営業時間 送迎実施の有無

　

事業所名 児童発達支援・放課後等デイサービス　遊楽 支援プログラム 作成日


